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■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです

わが家の

、 を明
記の上、 と 、 、 と共にお送りください。

〒523-0893 近江八幡市桜宮町294ＹＰ１ 株式会社ヤマプラ　滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室　
滋賀ガイドにも掲載されます。複数の投稿の場合も１回の掲載となります。お送りいただいた写真は返却できませんのでご了承ください。
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●大津市松原20-3　●TEL：077-534-4015
●営業時間：昼 11：30～14：30（L.O.14：00）
　　　　　 夜 月～木、土 17：00～23：00（L.O.22：30）
　　　　　　　金曜日　  17：00～23：30（L.O.23：00）
　　　　　 ※売切れ次第終了
●定休日：日曜日、祝日の昼　●駐車場：なし

●栗東市荒張1-11　●TEL：077-558-3858
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「坂は照る照る　鈴鹿は曇る　あいの土山　雨が降る」の馬子唄や、

安藤広重の雨景色で知られる土山宿は、東海道の49番目の宿駅と

して栄え、今も町内各所に宿場の面影が残ります。最盛期には合

計33軒の旅籠（はたご）が軒を並べ、旅人でにぎわいました。

北土山の街道沿いにある本陣跡には、江戸期そのままの玉座や宿

帳も残っていて、幕末には勝海舟も宿泊したとの事です。1634（寛

永11年）、三代将軍家光が上洛の際に建てられた本陣は特に、幕末

期に盛んに利用されたと聞きました。

訪れる人も少なく、静かな町筋に豪荘な商家や宿跡が残る隠れた

昔街道・土山は、他人には教えたくない歩いてみたい所です。

●土山本陣跡（甲賀市土山町北土山1628）　時間：10：00～17：00　月曜日休館。

絵と文・寺田みのる

土山本陣跡

７

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。

夢が、俺たち夢が、俺たちを強を強くした。した。

○ＳＴＵＤＩＯ ＨＩＴＭＡＮ/映画映画「ＲＯＯＫＩＥＳ」Ｓ」製作委員会製作委員会ｃ○ＳＴＵＤＩＯ ＨＩＴＭＡＮ/映画「ＲＯＯＫＩＥＳ」製作委員会ｃ

守　山

大　津

●場所：大津市伝統芸能会館 能楽ホール（大津市園城寺町246 - 24）
●開演：14：00（開場13：30）　●料金：1,800円 ※全席自由
●問い合わせ：大津市伝統芸能会館/077-527-5236

安　土

●場所：安土町文芸セミナリヨ（蒲生郡安土町桑実寺777）
●開演：17：00（開場16：30）　●料金：1,000円 ※全席自由
●問い合わせ：安土町文芸セミナリヨ/ 0748 -46-6507
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●場所：ぎゃらりー喫茶あるてぃ（守山市梅田町1-7　守山駅西口より徒歩1分）
●時間：7：30～19：00　●定休日：6/2、9　●料金：無料
●問い合わせ：ぎゃらりー喫茶あるてぃ/077- 581- 0268
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●場所：県立水環境科学館
　　　（草津市矢橋町字帰帆2108）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●料金：無料　●問い合わせ：県立水環境科学館/ 077- 567- 2488

●場所：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール
　　　（大津市打出浜15 -1）
●開演:17：00(開場16：15)
●料金：Ｓ席4,500円　Ａ席3,500円　Ｂ席2,500円
       青少年（25歳未満）1,500円　※全席指定
●備考：6歳未満の入場不可　●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター/077-523-7136（10：00～19：00）

●場所：ひこね市文化プラザ エコーホール（彦根市野瀬町187-4）
●開演：19：00（開場18：30）
●料金：一般2,000円　18歳以下700円　※全席自由
●問い合わせ：ひこね市文化プラザチケットセンター/ 0749 -27-5200

山本兼一

福田直樹

大津市松原町にある焼き

鳥の店「ゐ勢屋」は、昔バー

テンダーだった店主の本

郷克幸さんが地元の食材

を使っておいしいものを

提供したいと考え、６年

前にオープンした。

アットホームでサラリーマ

ンや家族連れに大人気。

昼はどんぶりと定食、夜は焼き鳥、黒

豚の串カツなどがメニューの中心。

今回ご紹介するのは

【近江しゃも親子丼】（780 円）
赤出し、漬物付  ※売り切れ次第終了

丼の鶏肉は身が締まった「近江しゃも」

を使い、卵や米も、近江八幡や長浜な

どの地元産にこだわっている。

丼のタレは、醤油、みりん、

タマネギ、鶏ガラ、魚のダ

シなどを原料とする自家製。

このタレが、炭火で軽く焼

いた歯ごたえのある近江しゃも、半熟

の卵、温かいご飯に良くマッチしてい

て実においしい。

丼は、かき混ぜず、形をこわさないよ

うにスプーンですくって食べるのがお

いしい食べ方と、店では勧めている。

「気軽に食べに来てください。お客さん

に喜んでもらえるのが一番です」と本

郷さん。どのメニューも数

に限りがあるので、早めに

足を運ぶ事をオススメしたい。
（取材・澤井）

栗東市の金勝山にある「こんぜの里」

は今、あふれんばかりの新緑に覆われ、

キャンプ場、宿泊施設、道の駅、そ

してハイキングコースなどが整って

おり、週末には家族連れでにぎわっ

ている。

芝生が奇麗な「金勝山県民の森」は、

弁当を広げるもよし、サッカーやバ

ドミントンを楽しむもよし、まさに

絵画の世界を思わせる。

素晴らしさには理由がある。75（昭和

50）年の第26回全国植樹祭に、昭和

天皇が植樹されたヒノキや、皇

后が植樹されたモミジが大切に

育てられ、公園管理がしっかり

行われて来たのである。

植樹祭のテーマ「水と緑のふるさと

づくり」が大きく実を結んでいる。

一方、「道の駅こんぜの里りっとう」に

は足湯が完備されており、ハイキング

やスポーツの疲れを癒やしてくれる。

建物には滋賀県産のヒノキ・スギが使

われ、良い香りが身も心も芯から和ら

げてくれる。

天気の良い日には、近江富士、琵琶湖、

比良山が一望でき、周辺には金勝寺

や九品の滝などの名所旧跡が楽しめる。

初夏のさわやかな風を感じながら、

自然の中をゆっく

りと散策してみて

ほしい。

６月までの土日祝

は「こんぜシャトル

バス」が運行され

ている。（取材・安積）
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